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症例 2「1 か月持続する咳嗽と微熱を呈した 10 歳代の男性」 
 
【主訴】咳嗽、発熱、倦怠感 
【現病歴】生来健康． 
 X 年 4月の学校健診で初めて蛋白尿，血尿を指摘された． 

5 月 2日，前医を受診し，尿蛋白 2+，尿潜血 3+，血清 Cr 0.82 mg/dL を認めた．5 月 6
日，37℃台の発熱，咳嗽，倦怠感が出現し，市販の NSAIDs を使用するも改善は乏しか
った．6月 2日，精査加療目的に当科に紹介受診した． 

【既往歴・併存疾患】特記事項なし 
【家族歴】母方の叔母：SLE 
【生活歴】高校 2年生．サッカー部． 
【身体所見】 
 体温 38.4℃，脈拍 77/min・整，血圧 109/72 mmHg，SpO2 98% (room air) 
 頭頚部：眼瞼結膜貧血なし，眼瞼浮腫あり，顔面紅斑あり，口腔内潰瘍あり． 
 胸部：呼吸音・清，心雑音なし． 
 腹部：平坦・軟，圧痛なし． 
 四肢：下腿浮腫あり，MCP・PIP 関節に圧痛あり． 
【検査所見】 
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